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コスモス会館
購買 17時30分まで

星空ひろば 15時～19時

17時～19時

15時～16時

整理券不要の観望会です

（16時～17時は一旦休止）

17時以降の観望には
整理券が必要です。

50センチ望遠鏡ドーム前

整理券配布時刻：16時50分
整理券配布場所：

子午儀資料館

ゴーチェ子午環室

天文機器資料館

太陽フレア望遠鏡

50センチ
公開望遠鏡

三鷹市
星と森と絵本の家

東京大学
天文学教育研究センター

太陽塔望遠鏡
通常は非公開の建物内部を公開します。
晴天時は、14時から太陽のスペクトルを見られます。

天文台歴史館

6メートル ミリ波電波望遠鏡

太陽電波望遠鏡

天文台職員・小栗順子の美しい切り絵を
展示しています。（太陽系や天体現象などを
モチーフにした創作切り絵など）

日本最大の屈折望遠鏡があります。

太陽系の広がりを
140億分の1に縮めた展示です。

歴史的な観測装置などを展示しています。

子午線上の天体の位置を精密に観測する
子午環を見学できます。

国の重要文化財レプソルド
子午儀を見学できます。

晴天時は14時から15時頃まで太陽観察を行います。
三鷹・星と宇宙の日のみ、100年前の太陽像を
展示しています。

観望会協力：府中市郷土の森博物館 運営グループ
　　　　　　特定非営利活動法人 三鷹ネットワーク大学推進機構（星のソムリエみたか）

内野（土の部分）への
立ち入りはご遠慮ください

第一赤道儀室

バス停「天文台前」

至 調布

天文台通り

本日・明日のみの企画

本日・明日のみの企画

本日・明日のみの企画

毎日見学できる施設
建物には10時から入場できます
三鷹・星と宇宙の日の企画は
14時スタート
毎日見学できる施設
建物には10時から入場できます
自由見学(説明員なし)

■ 開始・終了時刻をお守りください ■ 建物内での飲食はできません（屋内休憩スペースをのぞく） ■ 林の中や未整備の草地には立ち入らないでください ■ ゴミの分別等、台内の美化にご協力ください ■ 
■ 駐輪場から天文台通りまでは、自転車を押して歩いてください ■ 喫煙場所は1カ所のみです ■ ペット同伴での入場はできません（ほじょ犬は同伴可） ■ 災害時の避難場所はグラウンドです ■ 
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14時～17時

休憩室

W4

グッズ販売

休憩スペース (屋内)

トイレ
トイレの乳児用設備
（ベビーキープ、おむつ交換台など）

車イス用トイレ

AED AED

授乳スペース

公衆電話

自動販売機

喫煙所 (1カ所のみ)

50センチ望遠鏡
での観望
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グラウンド
（災害時避難場所）

タブレット、スマートフォンを
お持ちの方は、音声ガイドを
ご利用いただけます。
二次元バーコード読み取りアプリを起動して、
建物に掲示されている二次元バーコードを読み
取ってください。
右側の二次元バーコードを読み取ってもご利用
いただけます。
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すばる棟

ALMA棟

展示室

中央棟

おむつ交換台
のみ
おむつ交換台
のみ

https://www.nao.ac.jp/study/mitaka-guide/

武蔵小金井駅
武蔵境駅
三鷹駅　方面

調布駅
狛江駅　方面

至 武蔵境
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太陽再発見 「地」会場 雨天中止 太陽観測科学プロジェクト

映像上映パネル展示施設公開

W9 太陽フレア望遠鏡 14時～16時（入場は15時30分まで）

実物・模型展示※太陽再発見「天」会場と連動したスタンプラリーを行います。

太陽の活動は、太陽系の惑星に様々な影響を与えると考えられています。ここでは、地上望遠鏡による観測でわかった数年～
数百年規模の太陽長期変動を紹介し、それと地球との関係についても取り上げます。

常設展示室

出入口

❶

映像上映パネル展示

パネル展示

W4
❷

TMT主鏡を完成させよう実物・模型展示

❶ 次世代超大型望遠鏡 TMT TMT推進室

W4 展示室 14時～17時（建物への入場は16時30分まで）

国際協力で建設が進んでいるTMT (30メートル望遠鏡) の模型と、30メートルの主鏡を構成する
分割鏡を展示します。

❷ みんなの天文学 天文情報センター

天文学で世界とつながったり、天文現象を観察して報告したり、すばる望遠鏡の観測データを使ってみたり。
あなたも天文学に参加してみませんか。

暗黒宇宙に挑む アルマ望遠鏡 チリ観測所

W2 ALMA棟 14時～17時（建物への入場は16時30分まで）

南米チリで大活躍中のアルマ望遠鏡について、最新成果ポスターや映像などを使って
ご紹介します。 映像上映 パネル展示 実物・模型展示 電波ぬり絵

貴重書展示：貴重書に見る太陽系 天文情報センター

S6 天文台歴史館 1階 14時～17時（建物への入場は16時30分まで）

太陽系について掲載されている天文台所蔵の貴重書（三鷹・星と宇宙の日のみ実物）を紹介します。 実物展示

施設公開

M 三鷹市星と森と絵本の家 17時 終了
通常開館。見る・知る・感じる　絵本展「月への旅」を開催中。

クイズ

【雨天中止】

太陽フレア望遠鏡は
14時からの公開です

14時から
建物に入れます

14時から
建物に入れます

14時から建物に入れます
貴重書の展示は14時からです

展示室は10時から公開
していますが、TMT、
天文情報センターの展示
は14時からです

【雨天中止】

【雨天中止】

太陽系ウォーク

❶ 星の距離を測ろう JASMINE検討室

太陽観測科学プロジェクト

C2 中央棟 14時～19時（全ての催しが19時をもって終了します。余裕をもってご覧ください）

星までの距離を測定する衛星JASMINE、およびJASMINE関連事項の紹介をします。　

❷ 【15時～19時】研究者に質問してみよう！
国立天文台、アストロバイオロジーセンター、東京大学天文学教育研究センターの研究者に質問してみよう！

❸ 太陽再発見 「天」会場
太陽の活動は、太陽系の惑星に様々な影響を与えると考えられています。ここでは、ひので衛星等によって観測されている
数秒～数日規模の短期的活動とその地球に及ぼす影響に注目し、その発生メカニズムに迫る研究を紹介します。

講義室

建物への入場は、それぞれの終了時刻の30分前
までです。時間に余裕をもってご見学ください。

1970年に三鷹に設置された電波望遠鏡が水沢、野辺山、
鹿児島と移設を重ね、三鷹に戻ってきました。
電波天文学の記念碑的存在として、静態展示しています。
周辺の設備が整っていませんが、その勇姿をご覧ください。

16時15分～17時（16時開場）

ミニ講演会

本日の展示

東京大学天文学教育研究センター 1階講義室

どちらの会場も、ミニ講演のみの開催です。開場時刻に建物に入れます。

すばる棟ではミニ講演会のみ
17時から建物に入れます

東大天文センターではミニ講演会のみ
16時から建物に入れます

上塚　貴史　　東京大学　特任研究員
高橋　英則　　東京大学　特任助教

東京大学アタカマ天文台第１期装置 ?すばる望遠鏡でファーストライト！

17時30分～18時10分（17時開場） すばる棟　大セミナー室

月・惑星の中身を「見て」みたい！ 野田　寛大　　国立天文台　助教　

14 時までは、このプログラムにある特別な公開、展示はご覧いただけません。
通常の見学コースをご利用ください。

本公開は、10 月 27 日（土）10 時からです。ぜひお越しください。
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子どもでも楽しめます

2018
10月26日14時～三鷹・星と宇宙の日

プレ公開

naoj_mtk

ハッシュタグは #naojday です！

三鷹・星と宇宙の日公式アカウント

https://instagram.com/naoj_mtk/

@naoj_mtk
https://twitter.com/naoj_mtk

Instagram

Twitter

三鷹・星と宇宙の日の様子を記録したり、SNS
で紹介したりするため、水色のはっぴを着た職
員・フォトレポート隊が写真を撮影していま
す。撮影をご希望されない方は、フォトレポー
ト隊までお知らせください。

※太陽再発見「地」会場と連動したスタンプラリーを行います。
※13歳未満の方は、一眼VRデバイスでのVR体験となります。ただし、7歳以上であれば、保護者の同意のもと、二眼VRデバイスで体験できます。

自然科学研究機構 国立天文台、自然科学研究機構 アストロバイオロジーセンター、
東京大学大学院理学系研究科附属 天文学教育研究センター、総合研究大学院大学物理科学研究科 天文科学専攻主催

公益社団法人 日本天文学会、公益財団法人 天文学振興財団後援

東京大学消費生活協同組合天文台支所、大沢地区住民協議会、三鷹市星と森と絵本の家、ホニャプラン株式会社、太陽企画株式会社協力

太陽フレア望遠鏡付近には
14時まで立ち入りできません

東大天文センター付近には
16時まで立ち入りできません

太陽フレア望遠鏡付近には
14時まで立ち入りできません

100年前の太陽像の展示は14時から

プレ
公開


